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税
理
士

上
野　

精
一

経税部経税部
だよりだより

「
長
寿
時
代
の
人
生
設
計
」

は
じ
め
に

は
じ
め
に

　

前
月
の
経
税
部
だ
よ
り
で

も
扱
っ
た
「
老
後
２
０
０
０

万
円
不
足
問
題
」
は
、
多
く

の
現
役
世
代
に
と
っ
て
の
関

心
事
だ
ろ
う
。
急
速
な
少
子

高
齢
社
会
を
迎
え
、
こ
れ
ま

で
私
た
ち
の
親
世
代
が
当
然

の
よ
う
に
享
受
で
き
た
国
や

企
業
か
ら
の
恩
恵
は
、
今
後

確
実
に
減
少
す
る
の
だ
。
国

の
年
金
政
策
に
ま
す
ま
す
目

を
知
ら
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
と
い
う
税
理
士
の
実

務
感
覚
と
一
致
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
金
融
商
品
等
の
基

礎
知
識
を
学
習
し
、
金
融
リ

テ
ラ
シ
ー
を
向
上
さ
せ
る
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
と
考

え
る
。
ま
た
、
報
告
書
が
言

う
よ
う
に
、
個
々
人
に
的
確

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
は
現
状
で
は
一

番
身
近
な
金
融
機
関
が
担
う

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
顧

客
の
最
善
の
利
益
を
追
求
す

る
立
場
に
立
っ
て
総
合
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
で
き
る

か
は
疑
問
で
あ
る
。
税
理
士

が
そ
の
役
割
を
担
え
る
も
の

で
は
な
い
が
、
税
理
士
も
金

融
リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上
さ
せ

る
必
要
性
を
痛
感
し
て
い

る
。

　

さ
て
、
問
題
で
す
。
皆
様

も
こ
の
辺
り
か
ら
考
え
て
み

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

Ｑ
１
．
メ
ガ
バ
ン
ク
の
定
期

預
金
金
利
は
何
パ
ー
セ
ン
ト

く
ら
い
か
？

Ｑ
２
．
日
経
平
均
銘
柄
の
平

均
配
当
利
回
り
は
何
パ
ー
セ

ン
ト
く
ら
い
か
？

Ｑ
３
．
日
産
自
動
車
の
配
当

利
回
り
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
く

ら
い
か
？

【
資
料
出
典
元
】

　

金
融
審
議
会
市
場
ワ
ー
キ

ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
報
告
書

「
高
齢
社
会
に
お
け
る
資
産

形
成
・
管
理
」

を
光
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

加
え
て
、
一
般
的
に
所
得

が
年
齢
と
と
も
に
減
少
す
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
長
寿
社

会
に
お
け
る
生
活
設
計
の
た

め
に
資
産
運
用
を
考
え
る
人

も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
今

回
は
、
金
融
審
議
会
市
場
ワ

ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
報
告

書
「
高
齢
社
会
に
お
け
る
資

産
形
成
・
管
理
」（
以
下
、

「
報
告
書
」）
を
も
と
に
、

長
寿
時
代
の
人
生
設
計
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

身
へ
の
投
資

　

例
え
ば
生
涯
学
習
活
動
を

通
じ
た
若
い
世
代
と
の
交

流
、
ヨ
ガ
教
室
へ
の
参
加
。

②　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構

築
　

必
ず
し
も
新
し
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
必
要
で
は
な
く
、

し
ば
ら
く
会
っ
て
い
な
い
が

気
に
な
る
知
人
へ
の
連
絡
等

は
ひ
と
つ
の
効
果
的
手
段

だ
。

　

以
上
は
ひ
と
つ
の
事
例
で

あ
る
。
考
え
は
す
ぐ
に
浮
か

ぶ
が
、
実
践
す
る
の
は
な
か

な
か
大
変
だ
。

　

こ
こ
で
も
う
一
つ
紹
介
し

た
い
の
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
金
融
資
産
運
用

と
、
相
続
を
正
し
く
考
え
て

み
る
こ
と
で
あ
る
。

　

報
告
書
で
は
、
２
０
２
５

年
に
は
65
歳
以
上
高
齢
者
の

５
人
に
一
人
が
認
知
症
に
な

　

報
告
書
で
は
、
日
本
の
高

齢
者
は
他
国
と
比
較
し
て
も

心
身
と
も
に
健
康
で
、
65
歳

か
ら
69
歳
の
男
性
で
55
％
、

女
性
で
34
％
が
就
労
し
て
い

る
。
こ
の
比
率
は
世
界
で
も

格
段
に
高
い
水
準
で
、
高
齢

者
の
就
労
継
続
は
今
後
加
速

す
る
と
し
て
い
る
。
一
方
、

健
康
寿
命
は
男
性
で
約
72

歳
、
女
性
で
約
75
歳
と
な

り
、
平
均
寿
命
か
ら
考
え
る

と
９
〜
12
年
間
は
就
労
が
困

難
に
な
る
等
、
家
計
窮
乏
の

可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い

る
。

　

し
た
が
っ
て
、
や
が
て
高

齢
期
を
迎
え
る
現
役
世
代

は
、
ま
ず
、
健
康
寿
命
と
平

均
寿
命
の
差
を
縮
め
て
い
く

た
め
、
生
涯
現
役
を
目
指
す

人
生
設
計
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

①　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
心

　

「
老
後
２
０
０
０
万
円
不

足
問
題
」
は
、
無
職
の
高
齢

夫
婦
世
帯
で
毎
月
約
５
万
円

（
平
均
）
の
収
支
不
足
が
発

生
す
る
場
合
、
30
年
間
で
約

２
０
０
０
万
円
取
崩
し
が
必

要
に
な
る
と
い
う
記
述
か
ら

生
じ
て
い
る
。
報
告
書
で

は
、
75
歳
以
上
の
高
齢
世
帯

が
も
つ
金
融
資
産
は
こ
こ
20

年
横
ば
い
で
あ
る
が
、
つ
み

た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ

資料１　認知症患者の保有する金融資産額（推計と将来試算）

資料３　老後に向け準備したい（した）公的年金以外の資産
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家計金融資産全体に占める割合（右軸）
認知症患者の保有する金融資産額（左軸）

（兆円） （％）

9.4
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5.0
3.9

主
な
理
由
が
投
資
経
験
不
足

で
あ
る
と
い
う
理
由
を
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で
示
し
て
い

る
。
そ
の
上
で
長
期
・
積
立

・
分
散
投
資
の
有
効
性
を
金

融
資
産
の
保
有
期
間
20
年
、

40
年
と
い
う
デ
ー
タ
を
も
と

に
説
い
て
い
る
。

　

個
々
の
金
融
商
品
の
本
来

の
リ
ス
ク
対
応
に
は
、
流
動

性
（
預
金
）、
事
故
（
損
害

保
険
）、
死
亡
（
生
命
保

険
）、
生
存
（
投
資
運
用
商

品
）
が
あ
る
が
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
か
ら
み
て
過
剰
に
資

金
を
投
入
す
れ
ば
、
運
用
は

非
効
率
に
な
る
。
多
く
の
日

本
人
は
預
金
に
過
大
な
資
金

を
投
入
し
、
そ
の
結
果
長
生

き
リ
ス
ク
に
備
え
た
資
産
運

用
の
機
会
を
逸
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
長
期
投
資
に
よ

り
年
平
均
リ
タ
ー
ン
の
ば
ら

つ
き
は
減
少
す
る
が
、
長
期

に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
分
散
の

仕
方
で
は
最
終
的
な
投
資
結

果
の
成
否
に
は
差
が
出
る
。

ま
た
、
預
金
を
貯
め
て
お
い

て
暴
落
時
に
一
気
に
投
資
し

た
方
が
利
益
は
大
き
い
場
合

も
考
え
ら
れ
る
。

　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
伴
う
収

支
や
資
産
は
ど
の
程
度
に
な

る
か
、
自
分
自
身
の
状
況
を

「
見
え
る
化
」
し
た
上
で
対

応
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
報
告
書
は
書
い
て
い
る

が
、
こ
れ
は
正
鵠
を
射
て
お

り
、
生
命
保
険
契
約
の
内
容

【
答
え
】
Ｑ
１
．
０
・
01
％　

Ｑ
２
．
２
・
21
％　

Ｑ
３
．
７
・
98
％
（
９
月
12
日
現
在
）

人
生
１
０
０
年
時
代
の
長
寿

人
生
１
０
０
年
時
代
の
長
寿

リ
ス
ク
に
備
え
る
基
本
対
策

リ
ス
ク
に
備
え
る
基
本
対
策

個
人
の
長
期
の
資
産
形
成

個
人
の
長
期
の
資
産
形
成

り
、
２
０
３
０
年
に
は
認
知

症
患
者
の
保
有
す
る
金
融
資

産
額
が
２
１
５
兆
円
、
家
計

金
融
資
産
の
10
・
４
％
に
な

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
（
資

料
１
）。

　

振
り
込
め
詐
欺
等
が
社
会

問
題
化
し
て
い
る
が
、
税
理

士
と
し
て
の
問
題
意
識
は
成

年
後
見
制
度
の
増
加
に
あ

る
。
認
知
・
判
断
能
力
に
支

障
が
あ
る
者
や
、
障
害
者
の

生
活
や
財
産
を
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
制
度
の
意
義
は

（注）マクロの家計金融資産額（実績は日本銀行「資金循環統計」、予測は第一生命経済研究所作成。2017年度1,829兆
円から2030年度には2,070兆円へ緩やかに増加すると予測）と総務省「全国消費実態調査」における世帯主年齢階層別の
金融資産データを用い、世帯主年齢階層別の保有家計金融資産額を推計した。その世帯主年齢階層別の金融資産残高データ
と厚労科研研究における年齢別有病率を用い、過去、将来の認知症患者の保有する家計金融資産額を試算した。各年齢階層
の有病率は将来に亘って一定と想定している。
（出所）厚生労働科学研究成果データベース「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」（2015年３
月）、総務省「国勢調査」、「全国消費実態調査」、日本銀行「資金循環統計」、国立社会保障・人口問題研究所「将来世帯数
推計」をもとに第一生命経済研究所が試算。

大
き
い
が
、
成
年
後
見
人
は

被
相
続
人
の
利
益
を
重
視
す

る
た
め
、
家
族
の
実
情
に
適

し
た
相
続
に
対
し
て
は
縛
り

が
か
か
る
こ
と
も
あ
る
。
相

続
を
円
滑
に
行
う
た
め
に

は
、
元
気
な
う
ち
に
家
族
全

体
で
相
続
を
考
え
る
機
会
を

も
つ
の
も
有
意
義
だ
ろ
う
。

ｏ
等
、
個
人
が
長
期
の
資
産

形
成
を
行
う
際
の
制
度
的
環

境
が
整
い
つ
つ
あ
る
と
し
、

国
民
に
自
助
努
力
を
求
め
る

よ
う
な
論
調
が
見
て
取
れ

る
。

　

ま
た
、
50
代
以
下
の
世
代

で
は
、
老
後
の
不
安
と
し
て

「
お
金
」
が
主
要
要
因
と
な

っ
て
お
り
（
資
料
２
）、
そ

の
対
処
と
し
て
投
資
に
よ
る

資
産
形
成
の
必
要
性
を
感
じ

つ
つ
も
、
投
資
を
行
わ
な
い

現
実
（
資
料
３
）
と
、
そ
の

100

わ
か
ら
な
い

特
に
な
い

老
後
に
向
け
た

資
産
形
成
は
し
な
い

（
し
な
か
っ
た
）

そ
の
他

不
動
産
投
資

個
人
型
確
定
拠
出
年
金

（iD
eC
o

）

国
民
年
金
基
金

証
券
投
資
（
株
式
や
債
券
、

投
資
信
託
な
ど
）

民
間
保
険
会
社
な
ど
が

販
売
す
る
個
人
年
金

退
職
金
（
退
職
一
時
金
や

企
業
年
金
な
ど
）

預
貯
金

（％）

（出典）内閣府「老後の生活設計と公的年金に関する世論調査」より、金融庁作成
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資料２　

年代別の老後不安

20代 30代 40代 50代 60～70代

１． お金 お金 お金 お金 健康

２． 認知症 健康 健康 健康 認知症

３． 自らの
介護 認知症 認知症 認知症 自らの

介護

４． 健康 自らの
介護

自らの
介護

自らの
介護 お金

５． 両親の
介護

両親の
介護

両親の
介護

配偶者の
介護
両親の
介護

配偶者の
介護

世代別の老後への備え

現在の
金融資産額
（平均額）

老後の備えと
して十分な金
融資産と自ら
想定している
金額

差額

20代 244万円 2,333万円 －2,089万円

30代 494万円 2,906万円 －2,412万円

40代 780万円 3,093万円 －2,313万円

50代 1,132万円 3,424万円 －2,293万円

60～70代 1,830万円 3,553万円 －1,724万円

（出典）メットライフ生命「『老後を変える』全国47都道府県大調査」より、金融庁作成


